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［本扉］自然科学書協会マークについて

マークを作ろうというのは昭和２３年３月頃でした。

その頃目録を作るのにマークが必要だということに

なってNSPAの頭文字と世界に知識を求めるという

ことから地球を使ってということで、雑誌平凡の挿絵

を描いている私の甥の古川龍三に図案化を頼んだもの

がこのマークで、出来上がったものは割合好評で皆さ

んに親しまれてきました（八木佐吉氏談「自然科学書

協会２０年の歩み」より）。
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社団法人 自然科学書協会は、ここに創立６０周年を

迎えることになりました。これもひとえに関係各位の

ご指導、ご支援の賜物と心よりお礼申し上げます。

ご高承のように、当協会は第二次世界大戦直後の混

乱した社会情勢の中で、科学技術発展の知的基盤とな

る出版事業を健全に立ち上げるため、理学、工学、医

学、農学、家政学を中心とした専門書出版社が結集し、

昭和２１（１９４６）年１１月に任意団体として発足したも

のです。その背景には、印刷用紙割当問題という戦後

の混乱期ならではの特殊事情があったことは否めませ

んが、同時に資源小国の日本が生きる道は科学技術立

国しかない、そのためには自然科学を基軸にした専門

書が重要な役割を果たすという熱い思いがあったから

に他なりません。それから間もなくの昭和２６（１９５１）

年、文部省（当時）の勧奨により、いち早く社団法人

として認可を受け、以後、数ある出版団体の中でも最

も歴史のある団体の一つとして活動を継続してきたゆ

えんです。６０年という節目を迎えて、これらの発展

に尽力された先輩各位ならびに関係官庁に改めて感謝

の意を表する次第です。

私どもが歩んできた２０世紀は「科学技術の世紀」と

言われますが、当協会創立の年にデジタルコンピュー

タが発明され、さらにその翌年にトランジスタが誕生

していることは、たいへん象徴的な出来事です。これ

らはいずれも米国生まれの技術ですが、技術パラダイ

ムの変換、特に情報技術革命を促す大型技術として戦

後日本の発展の原動力になってきたことも事実です。

私どもの専門書がその発展の一端を担ってきたこと

は、たいへん意義深いことです。

２１世紀を迎えた今日、日本の科学研究・技術開発

は、キャッチアップ型研究開発からフロントランナー

型研究開発への転換、環境・エネルギー問題への的確

な対応を迫られ、日本発の成果を世界に向けて発信し

ていくことが強く求められています。折から、「文字・

活字文化振興法」が成立し、学術書出版振興の必要性

と支援が謳われています。会員各社はそうした動きに

積極的に対応するとともに、当協会としてもその環境

づくりに鋭意注力していく所存です。

出版不況が長引く中で専門書業界を取り巻く環境は

決して良好とは言えず、さまざまな課題が待ち受けて

います。当協会ではこれまで再販制度の維持や出版者

の権利の拡大、なかんずく複写権問題に精力的に取り

組んできましたが、これらの問題は今後にも引き継が

れていくものです。さらに消費税引き上げ時における

低減税率適用問題なども重要課題になるものと思われ

ます。これらの課題は、専門書特有の商品特性と不可

分の問題であり、願わくば専門書が存在感を発揮する

出版文化の醸成、ひいては日本の科学技術の振興発展

を促進できればと考えます。

私ども会員各社は今後とも専門書出版の一大グルー

プとして、さらにより良い出版物の刊行を目指してた

ゆみない努力を続ける所存です。今後とも何卒一層の

ご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

ご 挨 拶

社団法人 自然科学書協会 理事長

志 村 幸 雄
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出版者の権利法制化について

出版界の永年の問題である「出版者の権利法制化」

に関して、出版界あげて、その検討を続けてきた。当

協会も日本書籍出版協会並びに諸関係出版団体ととも

に、その実現に向けて努力しているが、いまだその結

果は出ていない状況である。過去の検討結果を踏まえ

て、現在のその権利のあり方などについて今一度研究

することも必要である。

複写問題について

大きな被害が出ている複写問題を解決するべく「日

本複写権センター」（以後 JRRC）が発足した（１９９１

年、１９９８年社団法人化）ことは、すでにご承知のこ

とである。発足当時、当協会の会員各社が出版してい

るような学術専門書の複写は、JRRCが規定した１枚

２円という価格では許諾することはできないとして、

多くの会員社は特別許諾該当著作物（いわゆる「白抜

きR」）と指定し、各社の指値による料金を登録した。

しかし、その実効は上がらず、当協会は出版者著作権

協議会（以後、出著協）（古岡・大坪会長を経て、現

在金原会長）を通じて、新たな使用契約案を JRRCに

提案、今後積極的に「白抜きR」の管理業務を推進す

るよう要請した。当時の JRRCの構成３団体（著団連・

学著協・出著協）で精力的にその検討を行ったが、「白

抜きR」の出版物を JRRCにおいて積極的に取り扱う

ことは無理であるとして、その取り扱いを中止すると

いう理事会決定がなされた（２０００年１２月）。

この動きに対して当協会は新たな著作権処理機構の

設立に協力することとし、「日本著作出版権管理シス

テム」（以後 JCLS）が設立された（２００１年１月）。JCLS

は JRRCの問題点を払拭するべく、そのシステムを各

社の指値を基に許諾契約を進めている。２００６年６月

現在で、委託点数は、書籍３６，１３３点、雑誌２，５９９点

となっている。

この２つの著作権処理機構並びに学著協が運営す

る、「学術著作権協会」（以後 JAACC）の３機構が主

たる著作権処理機構として現在存在している。しかし

３つの著作権処理機構が鼎立していることは、利用者

にとって不便な状況であることは間違いない。文化庁

ならびに経団連その他の利用者団体からの要請もあ

り、３者はその一本化に向けて JRRCを中心に協議を

続けているが、完全な一本化には、未だ問題点が多く

存在している。この協議では指値制度の導入、利用者

の業種別包括料金等を含め、JRRCの使用料規程の改

訂問題が中心となっており、集中的に検討が行われて

いる。まだ多くの問題点が解決されておらず、検討に

はまだ時間がかかると思われるが、当協会はその実現

に向けて、最大の努力を払わなければならない。

著作権法改訂問題について

２００５年、文化庁文化審議会著作権分科会において、

著作権の制限（具体的には、出版物から許諾などなし

に複写できる範囲）の拡大が検討された。当協会は当

然これに反対の意思を表明するとともに、協会会員各

社のパブリックコメントなどを通じて協力を得つつ活

動を行った。その詳細はすでにお知らせしてあるが、

今なお文化庁文化審議会著作権分科会での審議が継続

されている場面もある。特に薬事法に関して継続審議

とされているが、その結果が当協会会員社に及ぼす影

響は甚大となることは明白であることから、慎重に対

処していかなければならない。

文化審議会著作権分科会における検討事項のうち、

特に公共性の高い部分については今後補償金支払前提

の権利制限も考えられ、許諾システムの簡便な運用も

含めて、前述の３つの著作権処理機構の一本化の実現

が必須であるとされている。複写利用者への便宜性の

供与という義務が、我々の複写権という権利の行使に

は必要である。

以上のことは本来全ての出版物がどこかの著作権処

理機構に委託されていることが必要である。未委託出

版物の数の多さが審議の結果に影響を及ぼしかねな

い。審議の結果を見てから委託を進めることは、決し

て出版界にとって好ましいこととはいえない。

著作権問題への取り組み
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JRRCからの分配金に関して

２００２年、新聞著作権協議会が JRRCの構成団体と

して加入した。実態調査によって判明したが、新聞が

複写される率は非常に大きく、その後の分配に大きな

影響をもたらした。

当協会は出著協を通じて、JRRCより複写使用料の

分配を受けているが、当協会ではこれを一旦各社に分

配し、再び拠出していただき、当協会の著作権、特に

複写問題の活動に充当した。すなわち東京国際ブック

フェアにおいて、２００２年、２００３年の２回、特別ブー

スを設け、複写問題について PRを積極的に行い、読

者各位・関係各位にその理解を深めてもらうよう努力

を重ね、各出版関連団体からも評価を得た。アンケー

ト調査も行い、その後の活動のデータとして活用した。

（及川）
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著作物再販売価格維持制度（以後、再販制度と略す）

の維持は、自然科学書協会の活動目標の中でも最重要

課題の１つであり、過去１０年間に限っても「税制・

再販特別委員会」を基盤にその方針を貫くための活動

を精力的に続けてきた。

再販制度の是非については立場の違いで見方が大き

く異なるが、１９９０年後半に入って公正取引委員会が

再販制度の見直しを打ち出し、出版４団体との間に「書

籍・雑誌に関する再販対話」をスタートさせる中で、

当協会でもこの問題に積極的に対応し、専門書出版者

の立場から維持へ向けた活動を展開した。幸い、公取

委は２００１年３月、「著作物再販制度の取扱いについて」

を公表し、「当面存置」の結論が導かれた。この方針

は今後暫くは維持される見通しだが、同時に消費者利

益を前提にした流通改善および弾力運用が求められ、

これらにどう対応するかが課題になっている。

以下には、前記税制・再販特別委員会および再販対

話（志村が参加）で俎上に上った、専門書の立場から

見た再販問題を整理・再検証し、今後の活動の参考に

供したい。

再販制度に対する基本姿勢

自然科学書協会の再販問題に対する基本姿勢は、過

去２回にわたる廃止反対声明（１９９５年３月および同

年１１月）に端的に示されている。すなわち、当協会

会員各社が刊行している自然科学系の専門書は、わが

国における科学技術の継承・発展に少なからず寄与

し、専門知識の伝播と普及に不可欠な存在になってい

る。しかし、この種の出版物は、総じて専門的、学術

的な性格を備えたものが多く、そのため多品種で発行

部数の少ないものを長期にわたって安定的に供給して

いくことが欠かせない。それには定価販売を維持し、

価格競争の弊害からまぬがれ、常備寄託や長期委託制

度を可能にする再販制度の仕組みが、どうしても必要

と考えている。当協会がこの問題に関して一貫して、

廃止反対、絶対維持を主張し続けてきたゆえんである。

ところで、１９９７年１２月に行革委規制緩和小委員会

がまとめた最終報告書には、著作物の再販制度を残す

ためには、経済政策的視点、なかんずく独禁法上の観

点に立って、「相当特別な理由」が必要と述べられて

いる。しかし、その理由の最たるものこそ、出版物、

とりわけ専門書が内在している文化的、公共的特性で

はないだろうか。もとより、専門書としての自然科学

書は、科学研究や技術開発活動を下支えする知的イン

フラとして、日本の科学技術の発展に多大な寄与をし

てきた。わが国が第二次大戦後の廃墟の中から奇跡的

に立ち上がり、米国と並ぶ科学技術大国の地位を確保

したのも、われわれの先輩たちがいち早く科学技術関

連の啓蒙書や学術書の出版を手がけ、その普及・発展

につとめてきたからに他ならない。いうなれば自然科

学書に代表される専門書出版は、こうした先導的、積

極的役割を果たしながら、戦後５０余年にわたって、

営々と継承され、それを再販制度のシステムが側面か

ら支えてきたといえよう。その基軸ともいうべき再販

制度を「独禁法に原則違反」「規制緩和」という理由

で、根底から崩してしまうとすれば、大局を見ない施

策と言わざるを得ない。

再販制度の必要性

大事なことは、かりに再販制度が廃止されるような

ことになれば、専門書業界の存立に関わる新たな問題

や困難に直面するということだ。第１に、「定価」が

消え、価格競争が優先されるようになると、量販店を

中心に売れ筋商品主体の効率的販売が重視されるよう

になり、専門書はその被害を直接蒙る可能性が大きい。

その弊害を回避するためには、専門書の専門店化で対

応すればよいとの見方があるが、書店の規模や立地の

問題などがあって、簡単に片付く問題ではない。また

自然科学系の専門書が今日、最寄りの書店でまだ相当

数販売されていることを考えると、単純に専門店化を

推進すればよいということでもない。

次に、専門書は固定的な読者がいるから小売価格も

そう大きく崩れることはないとの見方があるが、実際

には相当の値引き販売が行われ、それに伴って希望小

再販問題への取り組み
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売価格の上昇が避けられそうにもない、ということで

ある。希望価格が引き上げられ、その価格の「○○％

引き」といった形で売られるとしたら、これで果たし

て真の消費者利益につながるのか、という疑問は拭え

ない。

再販制度として残すべき書籍・雑誌を「コア論」な

るキーワードで括ることは本来困難なことであるが、

そんな問題も論点の一つになった。専門書は、これま

でに繰り返し述べたように再販制度の適用を受ける必

要条件、十分条件を最大限に備えているのに対し、世

に言う「有害本」のたぐいはその資格なしと見ること

もできる。しかし、後者の問題は、むしろ出版界の自

浄作用や自己努力によって改善されるべき問題で、再

販制度の存廃との関連で論ずるのは適当ではない。コ

ア論のもう一つの問題点は、仮に専門書をその対象に

するとしても限定的にセグメントすることが実質的に

困難であり、現実性に欠くこということである。その

ため協会としても、「再販制度を必要とするのはすべ

ての書籍である」という原則に従った。また、この方

針を貫くことが、出版界の結束を護り、再販制度の維

持につながる、と考えた。

専門書については、きわめて代替性の低い商品ゆえ

に再販制度を廃止しても一定の部数が確実に販売で

き、混乱を招くようなことはないとの見方がある。し

かし、長びく出版不況の中で、専門書出版社が等しく

苦況に陥っていることを考えると、そんな甘言は言語

道断と言わざるを得ない。

弾力運用・流通改善への対応

弾力運用、流通改善への対応は、再販制度存置への

道筋の中から生まれた新しい課題といえる。われわれ

の専門書は、前述のように比較的小部数のものを長期

間にわたって安定的に供給していくことが前提になっ

ており、本来、時限再販をはじめとした非再販本化が

困難な分野である。しかし、定期的に刊行される年報・

年鑑類や陳腐化しやすい出版物の時限再販化は可能だ

し、一部の書籍については部分再販化があってもよい。

いずれにせよ、対読者サービスという視点から考えて

も何らかの対応があってもよいと思われる。

さらに弾力運用の一環として、東京国際ブックフェ

アにおける割引販売や謝恩価格本ネット販売フェアへ

の参加がある。これらへの参加もその効果もまだ限定

的なものであるが、この種の対応を積み重ねることに

より、再販制度の維持という本来の目的が達成される

ならば、その効用はきわめて大きいと言わねばならな

い。出版業界を揺るがしているポイントカードについ

ては、基本的に「値引き」と解釈し、一部の会員社が

過度のポイントを出している書店に対して自粛を求め

た。

（志村）
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５０周年以後の行事について



平成 8 年～9 年
1996 1997

［平成８年］

７．１８

第４５回定時総会を日本出版クラブ会館で開催した（出

席者 ６９社 内委任状 ２６社）。

１１．２８

創立５０周年記念講演会・祝賀会を開催した。

記念講演会 題 目 「戦後５０年の工学教育と自然科

学書」

講 師 西沢潤一先生（前東北大学総長）

会 場 日本出版会館

参加者 １６３名

記念祝賀会 会 場 日本出版クラブ会館

参加者 １４７名

祝賀会に三笠宮崇仁親王殿下のご臨席をいただいた。

「自然科学書協会５０年史」を発行し「図書カード」と

共に配布した。

［平成９年］

１．２０

会員集会・新年懇親会を開催した。

議 題 � 再販制度問題に関する現状

� 消費税改正に伴う諸問題

� 日本複写権センターの動向

参加者 ５４社 ５６名

会 場 日本出版クラブ会館

１．２７

「勉強会」を開催した。

共 催 （社）自然科学書協会

（社）出版梓会

テ ー マ 「消費税」

当協会参加者 ４７社 ７８名

会 場 研究社英語センター

２．２８

「学校図書館整備推進会議」に加盟団体として加入し

た。

５．２３

「出版物の再販制度についての基本方針」を理事会に

おいて採択し、会員社及び関係機関・団体に送付した。

５．２３～２４

見学会と視察旅行を実施した。

長野オリンピック主要施設（エムウェーブホワイトリン

グジャンプ会場等）・北野美術館・東山魁夷館・善光寺

参加者 会員社 １８名 関連業者 １２名

６．１１

STM日本部会主催講演会が開催された。

テーマ 著作物識別子と電子的著作権管理システム

会 場 日本出版会館

７．１１

「英文自然科学書目録９６～９７」を（社）出版文化国際交

流会の協力を得て、各々国際図書展に配布した。

マレーシア国際図書展・フィリピンブックフェア

フランクフルト国際図書展・グアダラハラ（メキシコ）

国際図書展・ベトナム国際図書展・ニューデリー国際

図書展・カイロ国際図書展・ハバナ国際図書展・東京

国際図書展

７．１７

第４６回定時総会を日本出版クラブ会館で開催した（出

席者 ７５社 内委任状 ３５社）。

１１．１４

「第１１回出版印刷セミナー」を開催した。

テ ー マ デジタル時代の出版と印刷

主 催 東京都印刷工業組合出版メディア協議

会

協 賛 （社）自然科学書協会

（社）出版梓会

当協会参加者 ２５社 ３２名

会 場 日本出版クラブ会館

１１．２０

役員選挙方法検討委員会（委員長岡田理事）および会

費問題検討委員会（委員長吉野理事）が発足した。

１１．２７

ジュンク堂・仙台店開店に祝意を表した。

オープニングフェアとして「自然科学書協会展」が催

された。
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平成 10 年～11 年
1998 1999

［平成１０年］

１．１９

会員集会・新年懇親会を開催した。

議 題 � 再販制度問題に関する現状報告

� 日本複写権センターの動向

� 情報システム委員会の報告

� 第４会 IPA国際著作権シンポジウムに

ついて

参加者 ５２社 ５２名

会 場 日本出版クラブ会館

２．２３

再販売価格維持制度に係る出版四団体が「再販実務検

討委員会」を発足させた。当協会より志村常務理事・

金原常務理事が委員となった。

７．１６

第４７回定時総会を東京会館で開催した（出席者 ７５

社 内委任状 ２５社）。

８．２８～９．２

「’９８（第７回）北京国際ブックフェア」が開催され当

協会は専用ブース（３ブース）を設け自然科学系図書

の展示を行った。

主 催 中国図書進出口総公司

協 賛 （社）自然科学書協会

当協会出展社 ４６社 ５７５点

会 場 北京市・中国国際展覧センター

９．１４～２０

「ロシア極東地域日本図書展’９８」が開催された。

主 催 （社）出版文化国際交流会

日本対外文化協会

協 賛 （社）自然科学書協会

当協会出展社 １３社

会 場 ウラジオストク・極東国立総合大学

９．２４

英文自然科学書目録「Catalog of Scientific Publications

from Japan with Directory of the Publishers １９９８-

１９９９」を刊行した（発行部数 ３，０００部）。

内、１，５００部を（社）出版文化国際交流会の協力を得て、

今後開催される国際図書展へ配布すべく発送の依頼を

行った。

主な配布先

フランクフルト国際図書展、カイロ国際図書展、東京

国際図書展、ワルシャワ国際図書展

１０．２３

「会員名簿」（’９８年版）を発行した（発行部数 ３５０

部）。

１１．１２

「出版・印刷人の集い」が開催された。

主 催 東京都印刷工業組合出版メディア協議

会

協 賛 （社）自然科学書協会

（社）出版梓会

当協会参加者 ２２社 ３７名

会 場 日本出版クラブ会館

１２．４

STM日本部会総会が日本出版クラブ会館で開催され

た。

１２．１８

年末会員集会を開催し、会員社代表者並びに各専門委

員会委員および関連業者と相互の親睦を図った。

会 場 東京会館

［平成１１年］

１．２１

会員集会・新年懇親会を開催した。

議 題 � 再販制度問題の現状報告

� 「東京国際ブックフェア’９９」の出展・販

売について

� 日本複写権センターの動向と出版者著作権

協議会からの複写使用料の配分について

参加者 ５０名

会 場 日本出版クラブ会館

１．２５

「出版者著作権協議会」幹事会において、当協会の幹

事を朝倉邦造氏より金原 優氏に変更する旨の届出が
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承認された。

３．２５

（社）日本複写権センターの総会が開催された。役員改

選の結果、当協会からは理事に金原 優氏、及川 清

氏が、常任理事に佐藤政次氏が就任した。

５．２４

臨時総会を日本出版クラブ会館で開催した（出席者

６８社 内委任状 ３２社）。

５．２８

（社）日本複写権センターから出版者著作権協議会を通

じて当協会に配分された複写使用料を会員社に分配し

た。

５．２８～２９

見学会と視察旅行（新潟県・六日町方面）を実施し、

越後ゆきぐら館、西福寺開山堂、大理石村ロックハー

ト城、薬王園を視察した（参加者 会員社 １６名

関連業界 １０名）。

７．１５

第４８回定時総会を東京会館で開催した（出席者 ６４

社 内委任状 １８社）。

１１．１８

当協会に対する再販について公正取引委員会のヒアリ

ングが行われ、朝倉理事長、山本専務理事、志村常務

理事、今井理事、山下理事が同委員会に出向いた。

１１．１９

「第２回出版・印刷人の集い」が開催された。

主 催 東京都印刷工業組合出版メディア協議

会

協 賛 （社）自然科学書協会

（社）出版梓会

当協会参加者 ２７社 ３５名

会 場 日本出版クラブ会館

１２．２４

STM日本部会総会が日本出版クラブ会館で開催され

た。

ロシア極東地域日本図書展’９８

東京国際ブックフェア
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平成 12 年～13 年
2000 2001

［平成１２年］

１．２０

会員集会・新年懇親会を開催した。

議 題 � 再販制度問題の現状報告

� 「東京国際ブックフェア２０００」の出展・

販売について

� 日本複写権センターの動向および「複写

問題対策特別分担金」の活用について

参加者 ４８名

会 場 日本出版クラブ会館

２．３

（社）出版梓会との共催で研修会を開催した。

演 題 日本出版販売（株）のこれからの経営戦

略

講 師 菅 徹夫 日本出版販売（株）代表取締

役社長

当協会参加者 ３０社 ３２名

会 場 日本出版クラブ会館

３．２

「著作権に関する勉強会」を開催した。

講 師 三山裕三弁護士

参加者 ４０社 ５８名

会 場 日本出版クラブ会館

４．２０～２３

「東京国際ブックフェア２０００」が開催された。

当協会は「自然科学書フェア」に協賛し、３ブースを

設け、図書の展示・販売・版権売買の斡旋を行った。

当協会出展社 ６６社 １，９８８点、２，４３９部

売 上 部 数 ２１０部

会 場 東京ビッグサイト 東展示ホール

５．１８

臨時総会を日本出版クラブ会館で開催した（出席者５６

社 内委任状 ２６社）。

６．１３

「自然科学書協会概要（２０００年度版）」を発行した（３５０

部）。

７．4

「英文自然科学書目録２０００～２００１」を発行した（３，０００

部）。

主な配布先

フランクフルト国際図書展・北京国際図書展・ミャン

マー日本の本展・東京国際ブックフェア２００１ 他

７．１９

第４９回定時総会を日本出版クラブ会館で開催した（出

席者 ６６社 内委任状 ２２社）。

８．２９～９．３

北京国際ブックフェア視察旅行（参加者 ２４名）。

「第８回北京国際ブックフェア」が開催され当協会は

３ブースを設け展示した。

主 催 中国図書進出口総公司

会 場 北京市・中国国際展覧センター

当協会出品社 ４９社 ５３９点出品

１１．１６

「第３回出版・印刷人の集い」が開催された。

主 催 東京都印刷工業組合出版メディア協議

会

協 賛 （社）自然科学書協会

当協会参加者 ２８社 ４７名

会 場 日本出版クラブ会館

［平成１３年］

１．１８

会員集会・新年懇親会を開催した。

報告事項 １）著作・出版権委員会ならびに特別委員

会

２）税制・再販問題特別委員会

３）販売出展委員会

出 席 者 ４９名

会 場 日本出版クラブ会館

３．１

（社）日本複写権センター臨時理事会（１２月２６日）に

おいて、特別許諾条件当該出版物（『白抜きR』）の複

写許諾を今後同センターの業務としない旨決定したこ

とに対し、当協会は同センター宛に抗議書を郵送した。
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３．２６

公正取引委員会は著作物再版制度の取扱いについて

「当面同制度を存置することが相当である」との結論

を公表した。

４．２

（社）日本複写権センターの『白抜きR』出版物委託解

除に伴い会員説明会を開催した。

報告事項 １）日本複写権センターにおける権利処理

の経緯について

２）今後の対応策について

会 場 日本出版クラブ会館

４．１９～２２

「東京国際ブックフェア２００１」に出展した（３ブース）。

出 品 社 ７１社 出品点数 ２，１５３点

出品部数 ２，５３１点

会 場 東京ビッグサイト

５．１７

予算総会を日本出版クラブ会館で開催した（出席者７０

社 内委任状 ３７社）。

７．１９

第５０回定時総会を日本出版クラブ会館で開催した（出

席者 ７１社 内委任状 ２８社）。

１１．１５

第４回出版・印刷人の集いが開催された。
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平成 14 年～15 年
2002 2003

［平成１４年］

１．１７

新年会員集会を開催した。

報告事項 １）「台北国際図書展示会」視察旅行の募集

について

２）TIBF２００２「違法コピー撲滅キャンペ

ーン」特別出展について

出 席 者 ４５名

会 場 日本出版クラブ会館

２．１２

事務局の移転（文化産業信用組合・本部）

新住所：〒１０１-００５１千代田区神田神保町１-１０１ 神保町

１０１ビル

２．１９～２４

第１０回台北国際ブックフェアが開催された（協会出

展部数 ２５０部）。

台北国際図書展視察旅行（２．１８～２．２１）を実施した

（参加者 １４名）。

４．１２

「英文自然科学書目録２００２～２００３」を発行した（２，０００部）。

４．１８～２１

「２００２東京国際ブックフェア」に出展した（３ブース）。

会場 東京ビッグサイト

５．１６

第５２期事業年度予算総会を日本出版クラブ会館で開

催した（出席者 ６８社 内委任状 ３４社）。

７．４

日本出版会館にて著作権問題セミナーが開催された

（協賛）。

７．１８

第５１回定時総会を日本出版クラブ会館で開催した（出

席者 ６１社 内委任状 ２８社）。

９．４

科学技術振興事業団（JST）宛に複写問題で質問状を

郵送した。

内 容 １）FAX送信について

２）複写業務の外部委託について

３）複写業務へ民間との競合について

１０．９～１４

「第５４回フランクフルト・ブックフェア」に出展した。

１１．１４

「第５回出版・印刷人の集い」に協賛・参加した。

［平成１５年］

３．５

科学技術振興事業団（JST）の複写問題に関する質問

状に対し、同事業団よりFAX送信についてのみ利用

料支払いに応じる旨の回答を得た。

４．３

「eブック」の研究会を日本出版クラブ会館で開催し

た。

４．１７・２４

「違法コピー」の意見広告を経営タイムス・日経産業

新聞・日刊工業新聞に掲載した。

４．２４～２７

「２００３東京国際ブックフェア」に出展した（３ブース）。

出展社数 ６８社 出品点数 ２，０５９点 出品部数

２，４４７部

「違法コピー撲滅キャンペーン」の特別出展を行った（１

ブース）。

会場においてアンケート調査を実施した（総回答数

４６９件）。

会場 東京ビッグサイト

４．２７

日本複写権センター契約企業（３，０００社）に対し、違

法コピー撲滅キャンペーンのパンフレットを送付した。

５．１５

第５２期第２回総会を日本出版クラブ会館で開催した

（出席者 ７０社 内委任状 ３６社）。
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６．２６

STM日本部会総会が日本出版クラブ会館で開催され

た。

７．１７

第５３回第１回定時総会を日本出版クラブ会館で開催

した。

１０．７～１３

「第５５回フランクフルト・ブックフェア」に出版梓

会・日本大学出版部協会との協賛で出展した。

１１．２０

「第６回出版・印刷人の集い」が日本出版クラブ会館

で開催された（協賛）。

台北国際図書展
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平成 16 年～17 年
2004 2005

［平成１６年］

１．１５

新年会員集会を開催した。

出席者 ４３名

会 場 日本出版クラブ会館

４．２２～２５

「２００４東京国際ブックフェア」に出展した（３ブース）。

会場 東京ビッグサイト

５．１４

アマゾンジャパン（株）の書籍販売システムを視察し

た。

５．２０

講演会「２１世紀の科学技術と日本の役割」を開催し

た。

講 師 文部科学省科学技術・学術政策局長

有本建男氏

参加者 ４８名

第５３期第２回定時総会を日本出版クラブ会館で開催

した。

７．１５

講演会「オンライン書店の有効活用」を日本出版クラ

ブ会館にて開催した。

講 師 アマゾンジャパン（株） バイヤー 土井英司

氏

参加者 ７１名

第５４期第１回定時総会を日本出版クラブ会館で開催

した（出席者 ６５社 内委任状 ２８社）。

８．３１

文化庁へ「著作権法改正に係る要望書」を提出した。

１０．６～１１

「第５６回フランクフルト・ブックフェア」に出版梓

会・日本大学出版部協会との協賛で出展した。

１１．１８

「第７回出版・印刷人の集い」が日本出版クラブ会館

で開催された（協賛）。

［平成１７年］

１．２０

新年会員集会を開催した。

参加者 ４４名

会 場 日本出版クラブ会館

２．９

出版梓会と合同で「再販問題研修会」を開催した（参

加者 １２３名 当協会参加者 ４２名）。

２．２２

会員説明会「出版社における個人情報保護対策」を日

本出版クラブ会館で開催した。

講 師 ひかり総合法律事務所 弁護士 藤原宏高氏

参加者 ６２名（４３社）

５．１９

第５４期第２回定時総会を日本出版クラブ会館で開催

した（出席者 ６９社 内委任状 ３３社）。

６．２１

第５５期第１回定時総会を日本出版クラブ会館で開催

した（出席者 ６３社 内委任状 ２４社）。

７．７～１０

「２００５東京国際ブックフェア」に出展した（３ブース）。

会場 東京ビッグサイト

９．１～５

第１２回北京国際ブックフェア（BIBF２００５）におい

て、当協会の呼びかけに応じた２０社１２３点の図書を

共同ブースに展示した。

１０．１２～１６

第５７回フランクフルト・ブックフェアが開催された。

当協会からは２６社４８点の出展参加があった。
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１１．１７

「第８回出版・印刷人の集い」が日本出版クラブ会館

で開催された。

第７回 出版・印刷人の集い

会員説明会
「出版社における個人情報保護対策」

年末会員集会 東京會館
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平成 18 年
2006

［平成１８年］

３．１０

講演会「オンライン書店セブンアンドワイでの売り方」

を日本出版クラブ会館で開催した。

講師：セブンアンドワイ（株）商品部部長・磯前史子氏

参加者：４４社 ６８名

５．１８

第５５期第２回定時総会を日本出版クラブ会館で開催

した（出席者 ６９社 内委任状 ３４社）。
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資 料

役員就任推移

平成９年

理 事 長 朝倉邦造

専務理事 山本彝四郎

常務理事 金原 優、牛来辰巳、及川 清

理 事 三浦裕士、佐藤政次、岡田吉弘、太田 博、長 祥隆、志村幸雄、吉野達治、

阿井國昭、田中久雄、中陣隆夫、坂本 尚、山本 格、森北 肇

監 事 中川廣一、南條光章、筑紫恒男

平成１０年

理 事 長 朝倉邦造

専務理事 山本彝四郎

常務理事 金原 優、志村幸雄、牛来辰巳、及川 清

理 事 三浦裕士、坂口 顯、佐藤政次、岡田吉弘、太田 博、長 祥隆、江面竹彦、吉野達治、阿井國昭、

坂本 尚、山本 格、深山恒雄、森北 肇

監 事 南條光章、筑紫恒雄、田中久雄

平成１１年

理 事 長 朝倉邦造

専務理事 山本彝四郎

常務理事 金原 優、志村幸雄、牛来辰巳、及川 清

理 事 三浦裕士、佐藤政次、岡田吉弘、太田 博、長 祥隆、江面竹彦、吉野達治、阿井國昭、坂本 尚、

山本 格、深山恒雄、森北 肇

監 事 南條光章、筑紫恒男、田中久雄

平成１２年

理 事 長 朝倉邦造

専務理事 山本彝四郎

常務理事 金原 優、佐藤政次、長 祥隆、志村幸雄

理 事 今井康之、岡田吉弘、南條光章、筑紫恒男、牛来辰巳、江面竹彦、吉野達治、山下 正、本郷允彦、

坂本 尚、松嶋 徹、森北 肇、及川 清

監 事 阿井國昭、山本 格

平成１３年

理 事 長 朝倉邦造

専務理事 山本彝四郎

常務理事 金原 優、佐藤政次、長 祥隆、志村幸雄

理 事 今井康之、岡田吉弘、南條光章、筑紫恒男、牛来辰巳、江面竹彦、吉野達治、山下 正、本郷允彦、

坂本 尚、松嶋 徹、森北 肇、及川 清

監 事 阿井國昭、山本 格
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平成１４年

理 事 長 朝倉邦造

専務理事 志村幸雄

常務理事 金原 優、佐藤政次、筑紫恒男、山本 格

理 事 南條光章、長 祥隆、牛来辰巳、江面竹彦、阿井國昭、山本彝四郎、藤実彰一、田中久米四郎、

平田 直、本郷允彦、松嶋 徹、森北 肇、及川 清

監 事 岡田吉弘、坂本 尚、大谷健美

平成１５年

理 事 長 志村幸雄

専務理事 金原 優

常務理事 佐藤政次、筑紫恒男、牛来辰巳、山本 格

理 事 朝倉邦造、南條光章、長 祥隆、阿井國昭、山本彝四郎、藤実彰一、

田中久米四郎、平田 直、本郷允彦、松嶋 徹、森北 肇、及川 清

監 事 岡田吉弘、坂本 尚、大谷健美

平成１６年

理 事 長 志村幸雄

専務理事 本郷允彦

常務理事 佐藤政次、筑紫恒男、牛来辰巳、山本 格

理 事 朝倉邦造、金原 優、宮部信明、曽根良介、南條光章、長 祥隆、飯塚尚彦、山本彝四郎、藤実彰一、

渡辺 勲、平田 直、松嶋 徹、森北 肇、及川 清

監 事 岡田吉弘、柴山和夫、大谷健美

平成１７年

理 事 長 志村幸雄

専務理事 本郷允彦

常務理事 佐藤政次、筑紫恒男、牛来辰巳、山本 格

理 事 朝倉邦造、金原 優、宮部信明、曽根良介、南條光章、長 祥隆、飯塚尚彦、藤実彰一、平田 直、

松嶋 徹、森北 肇、及川 清

監 事 岡田吉弘、大谷健美
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代表者変更

１７．７．１３

株式会社日本臨牀社

旧代表者 香西義雄

新代表者 中川勝文（代表取締役社長）

７．２２

株式会社恒星社厚生閣

旧代表者 佐竹久男

新代表者 片岡一成（代表取締役社長）

１１．３０

三共出版株式会社

旧代表者 萩原幸子

新代表者 秀島 功（代表取締役社長）

１８．１．２５

医歯薬出版株式会社

旧代表者 藤田勝治

新代表者 大畑秀穂（代表取締役社長）

２．１４

株式会社へるす出版

旧代表者 長谷川恒夫

新代表者 岩井壽夫（代表取締役社長）

３．２７

株式会社日刊工業新聞社

旧代表者 菅野亮一

新代表者 渡部明浩（出版局長）

４．２０

東海大学出版会

旧代表者 瀬水澄夫

新代表者 高橋守人（出版部長）

平成１８年度役員

理 事 長

専務理事

常務理事

同

同

同

理 事

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

監 事

同

同

工業調査会 志 村 幸 雄

南江堂 本 郷 允 彦

共立出版 南 條 光 章

建帛社 筑 紫 恒 男

コロナ社 牛 来 辰 巳

培風館 山 本 格

朝倉書店 朝 倉 邦 造

医学書院 金 原 優

岩波書店 宮 部 信 明

オーム社 佐 藤 政 次

化学同人 曽 根 良 介

技報堂出版 長 祥 隆

産業図書 飯 塚 尚 彦

彰国社 後 藤 武

診断と治療社 藤 実 彰 一

東京大学出版会 山 口 雅 己

中山書店 平 田 直

丸善 松 嶋 徹

森北出版 森 北 肇

養賢堂 及 川 清

海文堂出版 岡 田 吉 弘

緑書房 森 田 猛

文化産業信用組合 大 谷 健 美
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現在の会員名簿



現在の会員名簿［７２社］

朝倉書店

家の光協会

医学書院

医歯薬出版

井上書院

医薬ジャーナル社

岩波書店

内田老鶴圃

オーム社

海文堂出版

科学新聞社

化学同人

学窓社

鹿島出版会

学会出版センター

金原出版

協同医書出版社

共立出版

杏林書院

技報堂出版

金芳堂

建帛社

工業調査会

光生館

恒星社厚生閣

講談社サイエンティフィク

克誠堂出版

コロナ社

サイエンス社

相模書房

山海堂

三共出版

産業図書

シーエムシー出版

実教出版

裳華房

昭晃堂

彰国社

新興医学出版社

診断と治療社

誠文堂新光社

朝倉 邦造

池端 昭夫

金原 優

大畑 秀穂

関谷 勉

沼田 稔

山口 昭男

内田 悟

佐藤 政次

岡田 吉弘

池田冨士太

曽根 良介

田中 敏昌

鹿島 光一

吉田 眞次

川井 弘光

木下 攝

南條 光章

太田 博

長 祥隆

柴田 勝祐

筑紫 恒男

志村 幸雄

中川 廣一

片岡 一成

佐々木良輔

今井 良

牛来 辰巳

森平 勇三

佐藤 弘

松元 龍治

秀島 功

飯塚 尚彦

島 健太郎

島根 正幸

吉野 達治

阿井 國昭

後藤 武

服部 秀夫

藤実 彰一

小川 雄一

〒１６２―８７０７東京都新宿区新小川町６―２９

〒１６２―８４４８東京都新宿区市谷船河原町１１

〒１１３―８７１９東京都文京区本郷５―２４―３

〒１１３―８６１２東京都文京区本駒込１―７―１０

〒１１３―００３４東京都文京区湯島２―１７―１５斎藤ビル

〒５４１―００４７大阪市中央区淡路町３―１―５淡路町ビル２１

〒１０１―８００２東京都千代田区一ツ橋２―５―５

〒１１２―００１２東京都文京区大塚３―３４―３

〒１０１―８４６０東京都千代田区神田錦町３―１

〒１１２―０００５東京都文京区水道２―５―４

〒１０５―００１３東京都港区浜松町１―８―１

〒６００―８０７４京都市下京区仏光寺通柳馬場西入

〒１１３―００２４東京都文京区西片２―１６―２８

〒１０７―８３４５東京都港区赤坂６―５―１３

〒１１３―００３３東京都文京区本郷６―２―１０

〒１１３―８６８７東京都文京区湯島２―３１―１４

〒１１３―００３３東京都文京区本郷３―２１―１０浅沼第２ビル４階

〒１１２―８７００東京都文京区小日向４―６―１９

〒１１３―００３４東京都文京区湯島４―２―１

〒１０１―００５１東京都千代田区神保町１―２―５和栗ハトヤビル

〒６０６―８４２５京都市左京区鹿ケ谷西寺ノ前町３４

〒１１２―００１１東京都文京区千石４―２―１５

〒１１３―８４６６東京都文京区本郷２―１４―７

〒１１２―００１２東京都文京区大塚２―１―１７

〒１６０―０００８東京都新宿区三栄町８

〒１６２―０８１４東京都新宿区新小川町９―２５日商ビル３階

〒１１３―００３３東京都文京区本郷３―２３―５―２０２

〒１１２―００１１東京都文京区千石４―４６―１０

〒１５１―００５１東京都渋谷区千駄ヶ谷１―３―２５

〒１０４―００６１東京都中央区銀座２―１１―６竹田ビル

〒１１３―８４３０東京都文京区本郷５―５―１８

〒１０１―００５１東京都千代田区神田神保町３―２

〒１０２―００７２東京都千代田区飯田橋２―１１―３

〒１０１―００４７東京都千代田区内神田１―１３―１

〒１０２―８３７７東京都千代田区五番町５

〒１０２―００８１東京都千代田区四番町８―１

〒１６２―０８０５東京都新宿区矢来町４８

〒１６０―０００２東京都新宿区坂町２５

〒１１３―００３３東京都文京区本郷６―２６―８

〒１００―００１４東京都千代田区永田町２―１４―２山王グランドビル４F

〒１１３―００３３東京都文京区本郷３―３―１１

TEL３２６０―０１４１

TEL３２６６―９０００

TEL３８１７―５６１０

TEL５３９５―７６００

TEL５６８９―５４８１

TEL０６―６２０２―７２８０

TEL５２１０―４０００

TEL３９４５―６７８１

TEL３２３３―０６４１

TEL３８１５―３２９１

TEL３４３４―３７４１

TEL０７５―３５２―３３７３

TEL３８１８―８７０１

TEL５５６１―２５５０

TEL３８１４―２００１

TEL３８１１―７１８４

TEL３８１８―２３６１

TEL３９４７―２５１１

TEL３８１１―４８８７

TEL５２１７―０８８１

TEL０７５―７５１―１１１１

TEL３９４４―２６１１

TEL３８１７―４７０１

TEL３９４３―３３３５

TEL３３５９―７３７１

TEL３２３５―３７０１

TEL３８１１―０９９５

TEL３９４１―３１３１

TEL５４７４―８５００

TEL３５４２―０６６０

TEL３８１６―１６１７

TEL３２６４―５７１１

TEL３２６１―７８２１

TEL３２９３―２０６１

TEL３２３８―７７００

TEL３２６２―９１６６

TEL３２６９―３４４９

TEL３３５９―３２３１

TEL３８１６―２８５３

TEL３５８０―２７７０

TEL５８００―５７８０
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総合医学社

第一出版

地球社

地人書館

中外医学社

電気書院

東海大学出版会

東京大学出版会

同文書院

永井書店

中山書店

南江堂

南山堂

日刊工業新聞社

日本医事新報社

日本工業出版

日本臨牀社

農山漁村文化協会

博友社

培風館

廣川書店

文永堂出版

文光堂

へるす出版

北隆館

丸善

緑書房

メディカル・サイエンス・
インターナショナル

森北出版

養賢堂

理工図書

渡辺 嘉之

石川 秀次

戸田 学

上條 宰

青木 滋

田中久米四郎

高橋 守人

山口 雅己

宇野 文博

松浦 三男

平田 直

本郷 允彦

鈴木 肇

渡部 明浩

梅澤 信子

小林 大作

中川 勝文

坂本 尚

大橋 一弘

山本 格

廣川 節男

永井 富久

浅井 宏祐

岩井 壽夫

福田 久子

松嶋 徹

森田 猛

若松 博

森北 肇

及川 清

柴山斐呂子

〒１０１―００６１東京都千代田区三崎町１―１―４

〒１０１―００５１東京都千代田区神田神保町１―３９

〒１０７―００５２東京都港区赤坂４―３―５

〒１６２―０８３５東京都新宿区中町１５

〒１６２―０８０５東京都新宿区矢来町６２

〒１５１―００６３東京都渋谷区富ケ谷２―２―１７電気書院ビル

〒２５７―０００３神奈川県秦野市南矢名３―１０―３５東海大学同窓会館内

〒１１３―８６５４東京都文京区本郷７―３―１東京大学構内

〒１１２―０００２東京都文京区小石川５―２４―３

〒５５３―０００３大阪市福島区福島８―２１―１５

〒１１３―８６６６東京都文京区白山１―２５―１４

〒１１３―８４１０東京都文京区本郷３―４２―６

〒１１３―００３４東京都文京区湯島４―１―１１

〒１０３―８５４８東京都中央区日本橋小網町１４―１

〒１０１―８７１８東京都千代田区神田駿河台２―９

〒１１３―８６１０東京都文京区本駒込６―３―２６

〒５４１―００４５大阪市中央区道修町２―３―８

〒１０７―８６６８東京都港区赤坂７―６―１

〒１６２―０８２４東京都新宿区揚場町２―２７

〒１０２―８２６０東京都千代田区九段南４―３―１２

〒１１３―００３３東京都文京区本郷３―２７―１４

〒１１３―００３３東京都文京区本郷２―２７―３

〒１１３―００３３東京都文京区本郷７―２―７

〒１６４―０００１東京都中野区中野２―２―３

〒１０８―００７４東京都港区高輪３―８―１４

〒１０３―８２４５東京都中央区日本橋２―３―１０

〒１０１―００５４東京都千代田区神田錦町３―２１

〒１１３―００３３東京都文京区本郷１―２８―３６鳳明ビル２F

〒１０２―００７１東京都千代田区富士見１―４―１１

〒１１３―００３３東京都文京区本郷５―３０―１５

〒１０２―００７１東京都千代田区一番町２７―２

TEL３２１９―２９２０

TEL３２９１―４５７６

TEL３５８５―００８７

TEL３２３５―４４２２

TEL３２６８―２７０１

TEL３４８１―５１０１

TEL０４６３―７９―３９２１

TEL３８１１―８８１４

TEL３８１２―７７７７

TEL０６―６４５２―１８８１

TEL３８１３―１１００

TEL３８１１―７１４０

TEL５６８９―７８６８

TEL５６４４―７４１０

TEL３２９２―１５５１

TEL３９４４―１１８１

TEL０６―６２０４―２３８１

TEL３５８５―１１４１

TEL３２６８―８２７１

TEL３２６２―５２５６

TEL３８１５―３６５１

TEL３８１４―３３２１

TEL３８１３―５４１５

TEL３３８４―８０３５

TEL５４４９―４５９１

TEL３２７２―０５２１

TEL５２８１―８２００

TEL５８０４―６０５０

TEL３２６５―８３４１

TEL３８１４―０９１１

TEL３２３０―０２２１
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委員長：山 本 格 （培 風 館）

委 員：宮 部 信 明 （岩 波 書 店）

委 員：曽 根 良 介 （化 学 同 人）

委 員：南 條 光 章 （共 立 出 版）

委 員：飯 塚 尚 彦 （産 業 図 書）

委 員：山 口 雅 己 （東京大学出版会）
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（非売品）

印 刷 ２００６年１０月２５日

発 行 ２００６年１１月８日

編 集 自然科学書協会６０周年記念史特別委員会

発 行 社団法人自然科学書協会

� NSPA

東京都千代田区神田神保町１-１０１

神保町１０１ビル（〒１０１-００５１）

文化産業信用組合内

電話０３-３２９２-８２８１

編集委託・新日本編集企画

印 刷・新日本印刷株式会社

製 本・同和製本




